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一

番
便
利
な
代
表
的
公
園
墓
地
で

都
市

計
画
的

社
会

施
設
」

と

あ
り、

略

地

図
と

し
て
山
手
線
か
ら
の

路
線
図
が
掲

げ
ら
れ

て

い

る
こ

と
、

ま
た

同

チ

ラ

シ

に
列
挙
さ
れ
た

「

青
葉
園
建
設
協
力
委

員
会
」

の

委
員
名
に
浦
和

市
厚
生

部
長
・

大
宮
市
総
務
部
長
な
ど
埼
玉
県

関
連
よ

り
も
東
京
都
関
連

の

役
職
を

肩
書
き
と

す
る

人

物
が

多
い

こ

と

か
ら
も、

裏
付

け
ら

れ
よ

う
。

中
で

も
「

首
都
緑
化
推
進

委
員
会
常
任
委
員
長

、

農
大
教
授
」

と
し

て

「

井
下
清
」

の

名
が

並
ん

で

い

る

こ

と
は
、

戦
前
か

ら
戦
後
へ

の

公
園

墓
地

構
想
の

系
譜
を

考
え
る

上
で

見
逃
せ

な
い

事
実
で

あ
る
。

　

さ
ら

に

注
目
す
べ

き
は

青
葉
園
の

設
立

者
・

吉
田
亀
治
の

経
歴

で

あ

る
。

園
内
に

立
つ

「

青

葉
園
創

設
者
　
吉
田
亀
治
翁
」

碑
に

拠
れ

ば
、

吉

田
は
明

治
三

七

年
に

三

橋
で

生
ま
れ

、

県
立

浦
和
中
学
卒
業
後
は

東
京
市

役
所
地
理

課
に

就
職、

昭

和
五

年
に

幹
部
候
補
生
と
し
て

麻

布
の

歩
兵
第

三

連
隊
に

入

隊
、

そ

の

連
隊
長
が
山

下
奉
文
大
佐
で

あ
っ

た
。

昭

和
十
六

年
七
月
に

朝
鮮
防
空
隊
に
招
集
さ
れ

航
空

監
視
隊
長
と
し

て

終
戦
を
迎
え

た
吉
田
は、

戦
後
「

悲
運
の

死
を
遂

げ
た
山

下
将
軍

を
は

じ
め
祖

国
の

た

め

に

殉
じ
た

多
く
の

英
霊
を
慰
め
る
べ

く
自
己
の

所
有
せ
る

雑
木

林
を
中

心
に

公
園
墓
地
新
設
を
計
画
」

し、

青
葉

園
を

開
園

、

次
い

で

法
人

化
を

推
進
し
た
の

で

あ
る

。

財
団
法
人
青
葉
園

設
立
趣
意
書
が
示
す
当

時
の

同

時
代
認
識、

す
な
わ

ち
「

そ
も
そ
も
墓
地
は

祖
先
の

霊
が
永
眠
す
る

聖
地

で

あ
る

国
民
崇
敬
の

地
で

あ
る
」

が、
「

こ

の

よ
う
に

神
聖
で

あ
る

べ

き

墓
地
が

や
や
も

す
れ

ば

適
切
な
管
理
が
行
は

れ
な
い

ま
ま
に
数
多
く
散
在

し
且

非
衛
生

的
存
在
と

な
っ

て

い

る

の

が
我
が
国
の

現
状
」

と
の

認
識
を

前
提
と

し
て
、

終
戦
後
に

荒
ん

だ

「

国
民
の

同
義
」

を

「

日

本
本
然
の

姿
」

へ

と

戻
す
た
め

に

「

雑
然
と

市
内
外
畑
の

片
隅
に

散
在
の

墓
地

改

葬
、

都
市
美
上
、

衛
生
上

、

緑
地
帯
に

散
策
し
つ

つ

両
親
の

墓
に

参
拝、

崇
神
尊

祖
の

念
を
涵
養
」

し、
「

日
本

精
神
自
立
の

資
」

と
す
る
試
み

は、

拙
稿
「

思
想
を
善
導
す
る

環
境
設
計
」

〔

『

国
立
歴

史
民

俗
博
物
館
研
究
報

告
』

第

＝
ハ

九

集）

で

検
討
し
た
戦
前
の

細
野
雲
外
に

よ

る

構
想
と
の

連

続
性
を

指
摘
し
う
る

。

現
在
も
山
下
奉
文
の

墓
を
は
じ
め

と

す
る

英
霊
追

悼
関
連
施
設
は
、

園
内
に
散
在
す
る

。

　

現
在
の

青
葉
園
公
式
サ
イ
ト

か
ら
は
、

世
間
へ

何
を
訴
え
か

け
て

い

る

か
、

翻
っ

て

現
在
の

世
間
が
墓
地
に

対
し
て

ど

ん

な
興

味
関
心
を
抱
い

て

い

る
か
を
浮
か

び
上

が

ら
せ

る
。

た

と

え
ば

「

美
し
い

緑
に

囲
ま
れ
た
」

「

緑
ゆ

た
か
な
」

「

四

季
折
々

の

花
木
」

な
ど
の

文
言
と

数
々

の

画

像
か
ら

は
、

墓
地
へ

の

エ

コ

ロ

ジ
ー

的
興
味
関
心
を

う
か

が
わ

せ

る
。

一

方
「

よ

く
あ
る

ご

質
問
リ
ス

ト
」

に

示
さ
れ

る

「

墓

地
は

所
有
権
移

転
に

よ

る

分

譲
で

は

な
く

、

永
代
使
用
の

承
認
と
い

う
方
式
で

お
取
り
扱
い

し
て

お
り

ま

す
」

ま
た

「

後
日

の

費
用
ご

負
担
は
、

所
定
の

管
理

料
以

外
一

切
あ
り

ま
せ

ん
」

な

ど
の

文
言
と
、

税
込
表
記
さ

れ

た

料
金

表
か
ら

は
、

墓
地
へ

の

エ

コ

ノ

ミ

i
的
興
味
関
心
を

う
か

が
わ
せ

る
。

私
見
で

は
、

墓
地
へ

の

〈

二

つ

の

エ

コ

〉

的

興
味
関
心
は
一

九

九

〇

年
代
か

ら

現
在
ま
で

継
続
し

て

い

る
。

次
な
る

課
題
と
し

は
、

ど
の

よ

う
に

戦
後
日

本
か

ら

現
在
へ

と

転
換
し

た

の

か
が

問
わ
れ
る

必

要
が
あ
る

。

現

代
の

霊
場
に

お
け
る

供
養
の

実
態

　

　
　
四
萬
部
寺
・

八

葉
寺
の

事
例
か

ら

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

徳

野

　
崇
行

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
し

　
ま

　
ぶ

　
本
発

表
で

は

現
代
の

霊

場
と
し

て

秩
父
観

音
霊

場
の
一

番
札

所
四

萬
部

じ

ふ

ゆ

き

ざ
わ

は

ち
よ

う

じ

寺
と

、

会
津
冬
木
沢
の

八
葉
寺
の

二

ヵ

寺
を

取
り
上
げ

、

供
養
の

対
象
者

や

依
頼

者
の

分

布
と

い

っ

た

実

態
を
考
察
し
た

。
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か

ん
　
ほ

　

四
萬

部
寺
の

施
主

の

氏
名
・

住
所
と

供
養

対
象
が

記

載
さ

れ
た

勧
募

ら
よロ
つ

帳
か

ら

得
ら

れ
た

二

〇
〇
九
年
と

二

〇
一
一

年
の

統
計
を
比
較
す
る

と、

二

〇
〇

九

年
か
ら

二

〇
一
一

年
に

か

け
て
、

家
名
を

記
さ

な
い

「

先
祖

代
々
」

や

「

水
子
」

が

減

少
し
、

「

戒
名
」

「

祈
薦
（

現

世
利
益）
」

が
増

加
す
る

傾
向
に

あ
る

。

男
女
差
を
み
た

場
合、

と

り
わ

け
顕
著
な

変
化
は

女
性
の

「

先
祖
代
々
」

が
二

四

二

％

か
ら
一

六
・
三
％
に

減
少
し
、

「

戒

名
」

が

二

八
・
五

％

↓
三

六
⊥
ハ

％

に

増
加
し
た
こ

と
で

あ
る

。

そ
の

要
因

と

し
て

嫁
い

だ

女

性
が
生

家
の

父

母
を
戒
名
で

供
養
す
る

と
い

っ

た

妻
方

の

死
者
供
養
の

ケ
ー

ス

が

増
加
し

た

点
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。

　

供
養
依
頼

者
の

分
布
状
況
を
み

る

と
、

檀
家
を
ほ
と
ん

ど
も
た

な
い

四

萬
部
寺
で

は、

新
盆

供
養
が

秩
父

市
と
そ
の

近
隣

市
町

村
で

慣
習
化
し

て

い

る

た
め

、

供
養
依
頼
者
の

多
く
は

埼
玉

県
西
部
に

集
中
し
て

お

り、

県

内
の

霊

場
寺

院
で

あ
る

金

乗
院
（
山
冂

観
音
）

や
永
福
寺
（
施
餓
鬼

寺）

の

あ
る

所

沢
市
・

杉
戸
町
と

そ
の

周
辺
に

四

萬
部
寺
の

依
頼
者
は

少
な
い

。

二

〇

〇

九

年
か

ら
二

〇

三

年
に

か

け
て

の

依
頼

者
数
の

増
減
を

み

る

と
、

県
北
部
の

深
谷
市
・

熊
谷
市
・

行
田

市
・

寄
居
町
な

ど
の

県
北
部
や

群

馬
県
で

増
加
し
、

秩
父
市
近
隣
の

東
秩
父

村
・

横
瀬
町
・

小
川
町、

県

外
で

は

千
葉
県
・

東
京
都
・

神
奈
川
県
で

減
少
し

て

い

る
。

増
加
の

理
由

と
し

て

は

秩
父
地
方
の

出
身
者
が
結
婚
な

ど

を

契
機
に

居
住
地
を

移
し
て

も

供
養
を
申
し
込
ん

だ

り、

秩
父
巡
礼
の

際
に
四

萬
部
寺
で

の

供
養
を
知

っ

て

申
し
込
む
こ

と

が
あ
げ
ら
れ、

減
少
の

理
由
と

し
て

は

新
盆
供
養
を

菩
提
寺
だ

け
で

な
く
四

萬
部

寺
で

も
行
う
慣
習
の

衰
退
が
考
え
ら
れ
る

。

　

供
養
対
象
に

お
い

て

も
緩
や

か
な
変
化
が
見
て

取
れ
た

が、

四
萬
部
寺

で

は

依
頼
者
に

お
い

て

も
同

様
の

傾
向
が
認
め
ら
れ
る

。

四
萬
部
寺
の

供

養
を
新
盆
供
養
の

た
め
に

の

み

行
う
人
も
多
く、

菩

提
寺
の

よ
う
な

継
続

的
な
関

係
で

は

な
く
一

年
単
位
の

短
期
的
な

供
養
形
態
で

あ
る

た
め

、

地

域
に

よ

っ

て

増
減
が
起
こ

り
や
す
く

、

そ
の

信
者
組
織
は

流
動

性
を

帯
び

て

い

る
と

考
え
ら
れ
る

。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
ふ

ゆ

き

ざ
わ

ま

い

　

会
津
八

葉
寺
で

は
、

先
祖
供
養
と

新
盆
供

養
を

兼
ね

る
「

冬
木
沢

参

り
」

に

焦
点
を
あ
て、

イ
ン

タ
ビ
ュ

i
調
査
か

ら

得
ら

れ

た

供

養
の

経
緯

や
そ
の

対
象、

動
機
に

つ

い

て

報
告
し

、

と

く
に

原
発
事
故
に

よ

る

立

ち

入

り
禁
止
区
域
か
ら
の

避
難
者
が

先
祖

供
養
を

す
る

事
例
に

着
目
し

た
。

八

葉
寺
の

所
在

す
る

会
津

若
松

市
で

は

大
熊
町
役
場
が

会
津
若
松
市
役
所

に

臨
時
窓
口

を

設
け
た
り、

仮

設
住
宅
を

設
置
す
る

な
ど

避
難
者
の

受
け

入
れ

を

行
っ

て

い

る
。

避

難
者
た

ち
は

家
の

墓
地
や
菩
提
寺
が

福
島
県
沿

岸
部
に

あ
る

た
め

、

お

盆
の

儀
礼
や

お

墓
参
り
な
ど

を

営
む

こ

と

が

で

き

な
か
っ

た

が
、

八

葉
寺
の

こ

と
を

人
伝
で

聞
い

た

り、

チ
ラ

シ

を
見
て

知

る

こ

と
で

、

先
祖
供
養
を

申
し

込
む

例
が

み

ら
れ
た

。

こ

の

こ

と

か

ら
八

葉
寺
は

「

会
津
総
菩
提
所
」

と

称
さ
れ

る

よ

う
に
檀
家
制
度
に

依
拠
し
て

お
ら

ず、

様
々

な
人
々

の

供
養
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
て

い

る
た

め
、

避
難

者
た

ち
の

墓
や

菩
提
寺
の

代
替
的
役
割
を
果
た
し
た
点
を
指
摘
し
た
。

「

生
・

死
・

死
後
」

の

色
の

イ

メ

ー

ジ

　
　
　

美
大
生
へ

の

質
問
紙
調
査
か

ら

1

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

久
保
田

　
力

　
本
稿
は
「

芸

術
と

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

リ

テ

ィ
」

に

関
す
る

美

大
生
（
東
北

芸
術
工

科
大
学）

へ

の

二

回
目

質
問

紙
調
査
の

結
果
か
ら

、

生
・

死
・

死

後
の

色
の

イ
メ

ー

ジ

に

つ

い

て

の

分
析

報
告
で

あ
る

。

一

回
目
の

結
果
は

『

印
度
学
宗

教
学
会
論

集
』

三

七

号
に、

二

回
目
の

全

体
結
果
は

『

東
北

芸
術
工

科
大
学
紀
要
』

第
一

八
・
一

九
合

併
号
に

報
告
し

た
。

ス

ピ

リ

チ

348（1070）
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